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令和６年度 第６回石狩市浜益区地域協議会議事録 

 

【日 時】 令和７年３月２４日（月）18：00～19：15 

【場 所】 石狩市浜益支所２階 庁議室 

【資 料】 

１）会議次第 

２）浜益学園開校準備部会だより 

３）令和７年度浜益教育関連予算 

４）いっぺかだれやの会通信Vol.3 

５）新たな地域協議組織に関する検討結果について 

６）地域協議会に代わる組織の在り方について 

７）浜益地域の今後の在り方について（答申） 

 

【出席者】  10名（14名中） 

役職 氏   名 出欠 役職 氏   名 出欠 役職 氏   名 出欠 

委員 渡邉  隆之 ○ 委員 渡邊 真奈美 〇 委員 細田  幸男  

委員 木村  武彦 〇 委員 羽立  裕子 ○ 委員 鬼塚  建次  

委員 岡本  俊介 〇 委員 坂本  賢哉  委員 柿岡 奈々絵 〇 

委員 鳴海   翔  委員 笹森  仁美 〇 委員 久慈  麻結 ○ 

委員 佐藤  晃一 ○ 委員 徳地  克実 ○    

 

 （本 庁） 笠井総務企画課長、市川主査（教育委員会） 

 （支 所） 高橋支所長、柿崎市民福祉課長（併 浜益学校教育課長、浜益社会教育課長） 

 （事務局） 木澤課長、川村主査、小貫主任 

  （集落支援員） 川村集落支援員 

 

【傍聴者】  0名 

 

【会議次第】 

 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 報告事項 

  ・令和７年度浜益教育関連予算について 

  ・いっぺかだれやの会について 

４ 協議事項 

  ・地域協議会に代わる新たな組織の提言書案について 

５ その他 

・地域おこし協力隊の着任について 

・はまます区民カレンダーについて 

・その他 

６ 次回の開催日程について 

７ 閉 会 
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１ 開  会 

【事務局】 

本日はお忙しい中お集まりいただき、誠にありがとうございます。ただ今から令和６年度第６回 

浜益区地域協議会を開会いたします。初めに会長からご挨拶をいただきます。 

 

２ 会長あいさつ 

【渡邉会長】 

  ― 会長あいさつ － 

 

【事務局】 

本日の会議は、出席委員が１４名中１０名出席と、過半数に達していますので、成立しているこ

とをご報告いたします。それでは、この後の進行を渡邉会長にお願いいたします。 

 

３ 報告事項 

 ・令和７年度浜益教育関連予算について 

【渡邉会長】 

令和７年度浜益教育関連予算について、教育委員会総務企画課より説明をお願いします。 

【笠井課長】 

お手元の資料は、Ａ４カラーの両面刷り「浜益学園開校準備部会だより」をご覧願います。 

既にご存じの方もいらっしゃるかと思いますが、現在、整備を進めております、浜益学園に関わ

り、昨年 10月に開催した第３回準備部会で、校名案を決定し、併せて、校章の作成について、浜益

中学校の生徒に依頼し、作成にあたっては、同校の石井先生と集落支援員の柿岡さんのサポートを依

頼していたところですが、この度、同校美術部の生徒３名による校章デザインが完成し、生徒全員の

賛同を得て、今月 11日に開催いたしました部会に提案され、全会一致で決定されましたことから、

地域協議会の皆様にご報告させていただきます。 

当日の部会では、美術部生徒３名も参加していただき、デザインに込められた想いなどについて

説明をしていただき、全会一致で生徒作成のデザインを部会としての校章案とする決定がなされまし

た。今後、教育長の決裁をもって、この校章で正式決定いたします。 

なお、校歌の作成につきましては、浜益小学校の吉弘先生に依頼しており、本年９月までに作成

いただくことで進めておりますので、完成いたしましたら、地域協議会はじめ、地域の皆様にお知ら

せさせていただきます。 

【市川主査】 

続きまして、令和７年度浜益教育関連予算について、ご説明申し上げます。 

配付しております資料「令和７年度浜益教育関連予算について」をご覧ください。 

教育委員会においては、複雑化・多様化する教育ニーズに適切に対応するため、令和７年度予算に

おいて、積極的な予算要求を行ったところです。その結果、令和６年度は 28億 8,000万円だった教

育関連予算が、令和７年度は 32億 8,000万円となり、13.9％の増加となっております。また、令和

６年度予算を令和７年度に繰越して行う事業も、別に確保しております。 

教育委員会が行う令和７年度の主要な事業としては、①浜益学園・はまます保育園整備事業、②小

中学校冷房設備整備事業、③学校給食食材費高騰対策事業などが挙げられます。 

浜益区の教育関連予算についても、令和８年４月の浜益学園の開校に向け、多くの予算を確保して

おります。２ページをご覧ください。 

まず、「浜益学園整備事業」です。こちらは新増築校舎の建設費及び旧校舎の改修費が計上されて

おります。令和６年度は５億 6,100万円の予算でしたが、令和 7年度は６億 6,226万円の予算を確保

しております。なお、建物の引き渡しは令和８年１月末を予定しております。 

続いて、「はまます保育園整備事業」です。こちらは、新増築棟の１階部分に設置されるはまます保

育園の建設事業が計上されております。令和６年度は１億 2,500万円の予算でしたが、令和７年度は

１億 8,740万円の予算を確保しております。 

続いて、「浜益学園開校準備事業」です。こちらは、浜益学園に配置する備品の購入費などが計上

されております。厚田学園の開校の際は、約 2,300万円の予算でしたが、浜益学園に向けては 3,000

万円の予算を確保しております。 

続いて、「浜益小中学校閉校記念事業」です。閉校となる浜益小学校及び浜益中学校の閉校記念誌

の発刊などの閉校記念事業の経費を計上しております。小学校・中学校各 75万円ずつで、合計 150

万円を確保しております。閉校記念事業の具体的な内容は、今後、ＰＴＡ役員の皆様を中心に詳細を
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決めて行くこととなります。 

続いて、「浜益小中学校校舎等解体事業」です。令和８年４月の浜益学園の開校に伴い、閉校とな

る現浜益小中学校の校舎や体育館などの解体を行うための設計費用を計上しております。浜益小中学

校校舎の実情としては、校舎棟・体育館棟を囲む形で、国、北海道、個人１名の３者から土地を借り

受けており、このうち、体育館の一部は、国の底地の上に建っている状況にあります。いずれの賃貸

借契約におきましても、学校としての用途廃止後は、原状に回復して返還することが原則とされてお

ります。また、当該校につきましては、津波浸水想定区域内に位置していることや、令和３年に策定

した「石狩市学校施設長寿命化計画」の「劣化状況評価」という項目において、広範囲に劣化が認め

られる学校施設となっており、今後も活用する場合では、大規模な改修が必要となることなど、利活

用は現実的ではないものと判断し、解体に向けた 1,130万円の予算を確保しております。 

続いて、「特別支援教育拡充事業」です。来年度浜益小学校に特別な配慮が必要な児童が入学する

予定となっており、学校看護師の配置や学校生活上の各種支援を行う教育支援員の配置、出入り口に

車いす用のスロープを設置する経費など、受入環境を整備するための予算 103万円を確保しておりま

す。 

最後に、「浜益学園校舎移設事業」です。こちらは、浜益小中学校から浜益学園へ移設する備品、

図書、教材教具、家具などの、いわゆる引っ越し費用を計上するものです。これについては、実際に

運ぶものを精査した上で、令和７年度補正予算として年度途中で予算化するものと、財政部局と協議

が整っており、今後市教委と学校側で詳細を詰めていく予定です。 

【渡邉会長】 

ただいま、説明がございましたが、何かご質問やご意見はございますか。 

【柿岡委員】 

  浜益小中学校校舎等解体事業 1,130万円は解体費用も含まれていますか。また、さら地にした後 

の活用についてお聞きします。 

【笠井課長】 

 解体に向けた設計費用のみです。解体費用については令和８年度以降に予算化する予定です。ま

た、この土地については、周りが国、道、個人の所有となっており、中の土地を利用するには周り

の土地を借りる必要があります。また、ここは津波浸水地域であり、土地の活用は現実的ではない

と思われます。 

【柿岡委員】 

  学校跡地は国道に面しており、市として活用すべき土地と考えますが、いかがでしょうか。 

【柿崎課長】 

先ほど説明にあった土地の現状を踏まえ、市としては活用を考えていません。他の土地に囲まれ

て公道に通じていない土地を囲繞地
い に ょう ち

といって、中に入る通行権はあります。どうしても土地を利活

用するのであれば、土地を買うなり方法はあるかと思います。 

【笹森委員】 

  特別支援教育拡充事業 103万円の内容についてお伺いします。 

【笠井課長】 

  医療的ケア児が小学校に通学するためのスロープの設置のほか、看護師は浜益診療所から派遣さ

れるので、それを補充する教育支援員の人件費となります。また、新しい学園の校舎においても、

エレベーターの設置や教室の確保など、対応する予定です。 

【渡邉会長】 

他にありませんか。それでは次の報告事項、いっぺかだれやの会について、資料の説明をお願い 

いたします。 

【事務局】 

私の方からいっぺかだれやの会についてご報告いたします。 

お手元に 2月末に全戸配布した通信を置いておりますが、第 4回を 2月 14日に実施しました。 

総勢 35名の方にお越しいただきまして、前半は第 3回に皆さんから出た、浜益のまちづくり活動

や話し合いをしていく上で、大切にしたいことをまとめて、いっぺかだれや縦読み構文と組み合わ

せて、「浜益いっぺかだれや憲章」としてまとめました。 

いろいろな市町村でまちを象徴するキャッチフレーズというのがありまして、例えば栗山町だと、

あそこはモノづくりのクリエイターさんに特化した町おこしをしているので、「クリエイトする町」

というフレーズがありますし、奈井江町は、「ずどーん」なんです。日本一長い直線道路があるから

だそうなのですが。そして先日来てくださった鷹栖町は「あったかす」というフレーズで、まちづ

くりを進めています。浜益にも皆さんと共有できるキャッチフレーズがあったらいいなと考えまし
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たが、浜益を象徴するとしたら、もう「いっぺかだれや」があるなと。それ以外には考えられない

というところもありまして、その耳慣れたフレーズを使うことで、より親しみやすいものになった

らとの思いもありました。 

柿岡委員の方で、コラボグッズを作ってくれる予定ですし、いろいろな場で目に着くようにして

行けたらと考えています。 

後半では、「この指とまれ」と題しまして、これからにつながるお題を参加者の皆さんから出して

もらって、その中から関心のあるテーマに集まって話してもらう、ということをしました。これか

らの浜益を考えるにあたり、ホットなテーマが出まして、皆さん真剣に話されていました。 

来年度以降についてですが、大きな「いっぺかだれやの会」は年 4回予定していますが、R6が 11

月から 4回だったので、それよりスパンが長くなってしまうので、せっかく今まで話してきた熱が

冷めてしまわないように、小さな会、濃い目の会を企画して、また、区民の皆さんからも自発的に

「この指とまれ」を実施していただきたいとお話しました。そこに「いっぺかだれや箱」を貸出す

るので、我々も混ぜてほしいなと考えています。いっぺかだれや箱は、話し合い用のペン、模造紙、

付箋、お茶とお菓子、ポットなどをまとめたものです。 

こういった話し合いを増やしていって、その中で「いっぺかだれや憲章も広げていけたらと考え

ています。委員の皆さんに置かれましても、この指とまれをやっていただいて、その際はお声かけ

ていただけたら嬉しいです。よろしくお願いいたします。私からは以上です。 

【羽立委員】 

参加者の顔ぶれが固定化されてきたように思います。区民の方を誘っても断られてしまう、なか

なか足を運んでくれないのが現状です。 

【事務局】 

小さい単位で開催して、参加しやすい雰囲気を作っていきたい。 

【羽立委員】 

あらたまって参加するのはハードルが高いので、自治会や漁協、農協女性部などの集まりなどに

来ていただければ意見が出やすいのではないでしょうか。 

【柿岡委員】 

「この指とまれ」の話し合いは自宅で開催してもいいと思います。またコミセンを借りる時は市

が手配してくれるということでいいでしょうか。 

【事務局】 

コミセンの使用については地域振興課に連絡いただければ手配します。また、話し合いの場があ

ればできる限り意見を伺いにいけるようにしたいと思います。 

【羽立委員】 

浜益ベースも活用できるのではないでしょうか。浜益ベースは ezorockの拠点となっているが、

まわりに住んでいる人は何をやっているのか、わかっていない人が多いように思います。 

【事務局】 

浜益ベースについては ezorockとも相談して、今後周知していきます。 

【渡邉会長】 

他にありませんか。無いようですので、報告事項はこれで終了します。それでは、協議事項に入 

ります。 

 

４ 協議事項 

 ・地域協議会に代わる組織の在り方について 

【渡邉会長】 

地域協議会に代わる新たな組織の提言書案について、資料の説明をお願いします。 

【事務局】 

これまでの地域協議会の議論を踏まえ、資料１のとおり、新たな組織の提言書（案）をまとめまし

た。 

１ 名称については浜益地域協議会とする。 

２ 組織については次に掲げる範囲で１５人以内とする。 

  「浜益地域に居住する者」「浜益地域の自治会を代表する者」「浜益地域の農業、漁業、商工業

その他の公共的団体関係者」 

３ 会議については、必要があれば会長が招集する。 

  委員の人数については、厚田区地域協議会の検討結果では「１０人以内」と提言されると聞いて

いますので、今後の審議で変更が生じる可能性もありますが、浜益区の検討結果としては「１５
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人以内」として提言する予定です。ご意見ありましたらよろしくお願いいたします。 

【渡邉会長】 

ただいま、事務局より説明のあった内容について、ご意見やご質問を頂きたいと思います。 

【柿岡委員】 

委員の人数について、最低人数は決めなくていいのですか。 

【事務局】 

  特に想定はしていません。 

【渡邉会長】 

人数については条例上１５人以内としているだけで、浜益で検討した結果、１３人となるかもし

れないが、あくまでも多数決で決をとるために奇数にしなければならないというところもあります。 

【徳地委員】 

「浜益地域の農業、漁業、商工業その他の公共的団体関係者」は浜益区民でなくてもよいのか再

度確認します。 

【事務局】 

  関係者なので居住地は問いません。 

【柿岡委員】 

委員報酬の単価は現行どおりですか。上がればいいと思います。 

【高橋支所長】 

単価も含め、報酬は年払いなのか 1回ごとになるのかは今後、検討していきます。 

【事務局】 

 今回の提言書を踏まえた条例案を４月または５月の地域協議会で確認していただきます。その後、

９月の議会で条例案が可決されれば確定するという流れになります。 

【渡邉会長】 

みなさまから質問等がなければ承認したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

― 承認 ― 

５ その他 

・地域おこし協力隊の着任について 

【渡邉会長】 

それでは次に「その他」です。皆さんからこの場を使って連絡事項や話題提供等ありませんか。 

【事務局】 

４月１日に新しい地域おこし協力隊が２名着任します。１人目は、成田誠也さん、２７歳です。

しばらく浜益を離れていたのですが、ユニットバス施行職人として８年間、道内で働いていた経験

があり、浜益に戻ってこられます。２人目は西川海斗さん、２２歳です。浜益には ezorockのボラ

ンティアとして何度も訪れており、農泊推進事業の研修生として活動していました。２人は今後、

スクールバスやデマンドバスの運転業務を行いながら、持続可能な地域交通サービスについて取り

組みます。協力隊の紹介は 4月の回覧等でも周知いたしますので、よろしくお願いいたします。 

 

・はまます区民カレンダーについて 

【事務局】 

続いて、区民カレンダーについてです。新しいカレンダーが３月３１日に各自治会に納品されま

すので、それ以降に全戸配布される予定です。これまで２冊目以降は６００円で購入していただい

ていましたが、印刷費高騰のため、値上げをさせていただきます。１冊１，０００円となりますの

で、ご協力よろしくお願いたします。以上です。 

 

・委員の交代について 

【岡本委員】 

農協青年部長が変わるので、４月から次の青年部長に引き継ぎます。 

【羽立委員】 

私は幌婦人会から選出されていたのですが、幌婦人会が解散したので、今後についてはどうした

らよいのかと思っております。 

【事務局】 

浜益婦人連合会に相談してみたいと思います。 
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・地域協議会の勉強会について 

【羽立委員】 

３月に鷹栖町の職員がこられて勉強会をしましたが、今後も予定があれば意見をさせていただき

ます。鷹栖町は旭川市の隣町であり、人口規模も浜益より多く、ちょっと参考にならなかったと思

います。できれば、浜益の環境に近いまちのケースについて聞きたいです。 

【柿崎課長】 

勉強会の講師については、浜益支所と交流のある中から無報酬で来ていただける方ということで

鷹栖町の職員に来ていただいた経緯があります。まちの規模に関わらず共通する課題としては「人

手不足」「担い手がいない」「財源が乏しい」の３つであり、どこもテーマは同じだと思います。 

【事務局】 

地域運営組織などのテーマについて、道総研（北海道立総合研究機構）というところがまちづく

りガイドブックを発行していたり、様々な地域との関わりもあり、似た規模の町の事例もご存知だ

と思います。先日全道フォーラムにも参加し、担当の方ともお会いしてきましたので、講師をお願

いしてみたりも可能かと思います。勉強会は、様々なテーマで行えたらと考えておりますので、委

員の皆さまからも希望のテーマがあればお寄せください。 

 

・合同敬老会について 

【羽立委員】 

今年は合同敬老会を開催すると周知しているのですが、「行くかどうかわからない」「着ていく服

がない」「化粧品がない」と言った声を聞きます。普段着でも参加できますとアピールして欲しい。 

【柿崎課長】 

そういう意見があったことを実行委員会事務局に伝えておきます。 

 

・てしごとば巣箱について 

【柿岡委員】 

オープン日はまだ未定ですが、てしごとば巣箱を今年も営業します。春から秋にかけて、週末に

営業予定です。また、４月５日にはキッチンカーも来ますのでよろしくお願いいたします。 

【羽立委員】 

巣箱でコーヒーが飲めたらいいねという意見があります。 

【柿岡委員】 

いずれはコーヒーを提供できるようになればと検討しています。 

 

・酒販免許の取得について 

【徳地委員】 

八田商店がなくなったので、個人で酒販免許を取りました。店舗はありませんので、生ビール等、

ご入用の際には、直接ご連絡ください。 

 

６ 次回の開催日程について 

【渡邉会長】 

最後になりますが、次回の地域協議会開催予定について事務局からお願いいたします。 

【事務局】 

 次回の地域協議会は、４月下旬を予定しています。日程調整につきましては、改めてご連絡をい

たしますので、よろしくお願いいたします。 

 

７ 閉 会 

【渡邉会長】 

 以上を持ちまして第６回地域協議会を閉会いたします。 

 

 

令和７年４月１６日 議事録確定 

                            石狩市浜益区地域協議会 

                             会長  渡邉 隆之 


